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序

国営能代開拓建設事業は，東北農政局能代開拓建設事業所が主体となれ地

域農業振興のため農用地造成をおこなうものであります。事業は昭和51年度か

ら59年度まで計画されており，当該地域に所在する周知の遺跡を工事着工前に

調査し，記録保存をはかることになりました。

本年度は「ユズリ葉遺跡」の調査を実施しましたが，本報告書が地域の理解

と文化財愛護の一助になれば幸です。

おわりに9 調査ならび、に報告書作成にあたりご協力しJただし、た永瀬福男ヲJfI

村正，能代市教育委員会9 東北農政局能代開拓建設事業・所の方々に深く感謝の

意を表します。

昭和 53年 3月

秋田県教育委

教育長 畠山芳郎
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I 選擁立〉立地と環境

ユズリ 秋田県能代市久喜沢字ユズリ葉沢60の1，.~也に所主する口久喜沢部落の東に

のびる舌状台地を登っていくと，遺跡にたどりつく。標高35mを測る。この舌状台地は，東雲台

地の一部をなし，北方には広大な東雲台地が広がる。

広大な面詰がほぼ開拓され喝水田を中心に，畑地，牧草地，放牧地として利用さ

れている。近年，

‘7 

1;;} 0 

夕、、ムカミ

米代JfIがゆったりと

れ、環境は一変しようとしてい

し雪日 、でいる o El で

の直線距離は白 色2kmで、ある。

フ長代JII河口付近は，原始，古代から人々が生活したらしく，多くの遺跡が点在する。文献に登

場するのも早い。すなわち，日本書紀によると「斉明天皇4年 (658)阿倍臣，船師 180鰻を率

いて蝦夷征伐に向かったところが鰐田‘淳代二郡の蝦夷は。ー…....J とし、う記事や p 続日本紀

にみられる激砲閣の特使が野代湊に漂着した記事 (771年)はよく知られている。また， 三代

( 878年)には，賊地としての野代河北(東雲台地?)や朝廷側の野代営などの記載がみ

られる。

これらの地名が，具体的にどこなのか，今後の研究をまたねばならないが、米代川河口付近で

あることは，まちがし、ないであろう。このように，国史に登場するほど，米代川河口付近は，開

発が進んでいたものと推察される。
(1) (2) (3) 

数多くある遺跡のうち，発掘調査されたのは，米代川北岸では，金山チャシ，八森坂，平影野s

(6) (7) 

中台ヲ大内坂豆遺跡がありラ南岸では，柏子所貝塚，大信遺跡がある。

II るまでの経過

罷

国営能代土地改良事業はヲ東北農政局能代開拓建設事業所が主体となり，昭和51年度から

している る。農用地域の造成および悶場整備事業を主体とし，能代市，山本郡にわたり，

昭和59年度ま ている。ユズリ葉遺跡は周知の遺跡であり，問地域一帯も闘場整

備地域として計画されているので，工事着工前に発掘調査を実施し，記録保存をはかり，今後の

資料とするものである。
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調査主体秋田県教育委員会

議査期間昭和52年10月 1 日 ~ll月 26B

調査地点秋田県能代市久喜沢字ユズリ葉60の上地

永瀬福男

調査捕助員 小林鉄雄，平川美樹也，鎌田正子

伊藤種秋争岩見誠夫ラ川村正，佐々木信夫，芹田芳雄ラ芹田良雄，鈴木市部ラ鈴

木キノラ鈴木幸子ラ鈴木孫治郎ヲ佐々木為三郎，佐々木愛子，芹田トキヱヲ芹思キセ 9

木カツ雪芹田清-9 佐々木肇参七戸幸作ラ岩森みよラ工藤ゆき子ラ工藤ミヨラ鈴木キヨラ小

野タイ子，鈴木ふみえ，斎藤アヤ子，桧田キミヱラ JII村いつ，相馬常太郎ラ伊藤秀次郎， !壊

名古太郎ラ阿保セツラ笹森セイ子，棟方カツヱヲ工藤タミ人蝦名キワヲ神馬ヨシノ

欝査事務謹言語秋田県教育庁文化課内問光夫富樫泰時

東北農政局能代開拓建設事業所小野寺宏之，佐藤秀逸

調査協力機関東北農政局能代開拓建設事業所

能代市教育委員会

III 調査の観饗

i 調査の方法

調査対象地の現況は，水田9 畑地9 雑木林であった。台地の大部分を占める田地は，工事の際

地山まで削平されていたので調査不可能であっ t.:_o そのため，遺物包含震の残っていると思われ

るみょうが畑と雑木林を調査することにした。みょうが畑に設定した発掘区をA区とし，雑木林

をB区としたc

A区予 B区とも 2mx2mに区画し，東西方向をアルファベッド，南北方向を算用数字で示した口

グリッドの名称は，算用数字とアルファベッドの組み合わせで呼ぶこととした。遺構の実測は，

すべて平板測量で実施した。

2 調査の経過

10月 1臼，発掘器材，用具を運び 発掘の準備にとりかかる。 A区のみょうが刈り取り作業を

2日まで行う。 2自から発掘調査を開始する o 10月 5日 やっと土器片 2点と石匙 1点出土する。

遺構は検出されない。この頃から稲刈り作業のため， の人数が少なくなる。 10月 7日にな

っても遺構，遺物が検出されないため， A医の調査を終了することにした。 8 日~1O日までを稲

- 4 



刈り休日とし，調査は休む。 10月日目からB区の調査を開始する。 B区は，松，栗，桜，橋，白

樺， t.奈などの雑木林になってし，、るため，伐採作業を12日まで行う。 10月13日，グリッドを設定し、

表土除去作業を開始する。 10月比日，第1号竪穴遺構の平面プランを確認する。 10月15， 第 l

号竪穴遺構の精査o 10月16日 第l号竪穴住居跡のプラン確認。 10月18日 住居跡の精査o 10月

20日にはヲ第 l号住居跡の平板実測を行う。 10月21日，第2号竪穴遺構が検出され、精査する D

10月22日，第 1号住居跡の平板実測を行う。 10月21日，第2号竪穴遺構が検出され、精査する。

10月22日、第3号竪穴遺構と第2号竪穴住居跡のプランが 1部検出される。 10月24日，第2号竪

穴住居跡のプラン確認につとめる凸第2号竪穴遺構の平板実測を行う。 10月25B，第3号竪穴遺

構を精査，周囲に「コ」の字状に溝がめぐる。 10月26日からラ第2号竪穴住居跡の精査をし， 28 

日にはセクションベルトを残して発掘する口 10月29日，セクションベルトの実関。第4

構検出される。 10月30日 第4号竪穴遺構の精査。 11月1B これまで調査した遺構の写真撮影

を行う。 11月 3日 第2号竪穴住居跡の平板実測を行う o 11月4日 遺構分布図の実測。 11月5

日，第5号室主六遺構検出。 11月8日，前日の遺構の精査。 11月8日，この頃から連日雨の日が続

き作業が進まなL、。 11月10日には雪が降り，白神山地の頂上は白くなっている o 11月12日，第6

号竪穴遺構を確認，精査する口

11月15B， 11月16日，雨のため

発掘できず，遺物整理。 11月18

日噌 13-eから27-eグリッド

の表土剥ぎo 11月間日. 13-J 

から27-Jグリッドの表土除去

作業。 11月初日， 13-Pから16

-pグリッドの表土除去作業。

11月22日雨のため遺物整理。

11月23日，晴れ間に， 13-P~ 

16-Pグリッドの表土除去作業。

11月24日，遺構分布図作製。 11

月25日，やっと晴天になり，写

真撮影と土層の実測をした。 11

月26日，今日でユズリ葉遺跡の

調査が終わるため，テントなどを

撤去し発掘用具などを運搬した。

第 3 図
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N と

器産

i号竪穴住居跡

〈遺構i (第4図)

(遺構の確認) 24-kラ24ーし 24-m.25-k. 25-[ • 25-m I 26-kラ26-1. 26-

mグリ、ソトで確認された。遺構確認面は 表土下の地山上面である。

(平面形ー方向) 平面形はラ正方形に近L、長方形でありヲ長軸 5m55c民 5mをm日る口

長軸は南北方向を向く。

(壁密床密) 壁高はー東壁で 3c弘西壷10c盤，南壌と北軍5c湿で、あり毛 i)込みである日

床面は平埠でかたい。床面の長カ所に焼土語が確認された。

(炭火材警機) 北壁および西壁に沿って炭化材が検出さ これらの炭化材はラ

して出土したものであり，上部構造の一部と考えられた。炭化材の種類は杉であろう。またヲ

河原石が東側に多数出土した。これらの礁は，小さく打ち割られている例が多い。

(周蒋) 周欝は，北壁と西壁に沿って認められ，南震と東監には部分的に認められただけで、

ある。溝の幅はlOcm~22cmほどであり，深さは 7 cm~ 12cmほどである口

(桂穴) 柱穴は，壁および溝に沿って掘られてし、て，床面にはみられない。コーナーにある

柱穴が主柱穴らしくヲ深し、G 主柱間にも柱穴が配置されていてヲ東西壁に 2本ラ南北援に 3

つ認められる。したがって， 1基本の柱穴が配置されていることになる。柱穴の口縁箆はlOcm~20

cmで、人間の腕がやっと入るくらいの狭さである。柱穴内部は， 20cmほどでやや広くなる口柱穴

の深さは.P1 が78cm争 P2 が45c札 P~3 が21c民 P4 が45cm ， Psが6Ocm，P6 カ~68cm ， P7が42cm，Psが65

C湿雪P9が42c湿， PlOが45c思， Pllが5Ocrn，Pi2が72crn，P13が45c既， PILiが43cmである。

(カマド) カマドは，検出されなかった。

(その他の施設) 住居跡内南東コーナーに，だ円形のピットが検出された。このピットは，

埋土罵の状況や炭化材の出土などから住居跡に伴う施設と考えられた。長軸 2m5cm，短軸 1m，

深さ20cmを測る。床面や壁の一部が焼土化していたD このピットの用途ははっきりしなし、。丸太

の炭化材が出土していることから炉とも考えられるが，壁に近すぎないだろうか。

〈出土遺物) (第5図)

出土遺物は，土師器(議形土器)と鉄製品(刀子)である。

(土師器)饗形土器 (1 • 2) 住居跡床面上で発見された口縁部破片である o 1は， 口縁部が

ほんのわずか外反する。 2もやや外反?る。色調は. 1が赤褐色. 2は灰褐色を呈する。

- 6 -



(鉄製品) ( 3 )は，住居跡床面から出土したものでラ長さ17.

その他，住居跡内からは鉄津も出土している D

1)> 

援{ヒキオ

包ρ4
q c!? υ 

'-J D 

(-sプヲ
，~とju 。

I~ 

1 .暗褐色土
s 石 B区第 i号竪穴住居跡 。

7 

中央部品語1.7cmを測る。

図
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第2号竪穴住居跡

第 5 図

2 

芭区竪穴住居跡出土遺品

〈遺構) (第6図)

(遺構の確認) 本住居跡は，第l号住居跡の東約7mのところにあり， 23 -q， 23 -r， 23 

- 8.  23ーし 23-u， 24 -q ， 24 -r， 24 -s， 24 -t， 24 -u， 25 -q • 25 -r， 25 -s 

25-t， 25-匂， 26 -q， 26 -r， 26 -s， 26ーし 26-uグリッドにわたって検出された。

構確認面は，表土下の地山上面である。

(平面形，方向) 平面形は、長方形をなし，長軸7m，短軸 5m 50cmを測る。長軸は，東西

方向を向く。

(壁 e 床面) 壁の保存状態は良仔でヲ ほぼ垂直に掛り込まれている。 床部は，平翠で全面

堅くしまっている。

(周溝) 周溝は，東壁，北壁，西壁に沿ってめぐるが、南壁には部分的にしか認められない。

溝の幅は，部側と東側は広く 6Ocm~90cmを測り，北側と南側』主40cmほどであり，深さは20cmほど

である。

(柱穴) 各コーナーに配置された柱穴が主柱穴で、あろうロ各コーナーの柱穴間には，北辺と

南辺には 1本ずつ，北辺には4本，南辺には 3本認められる。柱穴は，全部で13本である。柱穴

の深さは， Plが53cm，P2が51cm，P3が6&m，P4が60cm，P5が35cm，P6が51cm，P 7が24cm，Psが 62

cm， P9が65cm，PlOが61cm，P l1iJ ~41cm ， P12が46cm，P13が62cmで、ある D 柱穴の口縁は広がりラ住居跡

の内部に向って傾斜している。

- 8 -



(カマド) 検出されなかった。南壁に近い床面に焼土遺構が認められた。

(その他の施設) 住居跡の北壁寄りに，惰円形のピット (p16) が検出された口埋土層の観察

から住居跡に伴う遺構と考えられるが，用途は不明である。

第 5 図
1):> 

1):> 

B 
B' 

~lR 1)< 

B B' 

第2区竪穴住居跡
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〈出土遺物) (第 7図)

出土遺物は9 土師器(餐形土器)多須恵器破片タ鉄

淳である口

(土師器) 髪形土器(1 ~ 3) 住居跡床面から

出土した口議部破片である。口縁部をわずかに外反さ

せている。邑調は精褐色を呈するむ推定口径は， 1が

16c民 2 • 3が13c盤で、ある。

(須恵器) 品は埋土中から出土したもので安本遺

跡では唯一の須恵器である G 議か査の服部破片である。

タタキ目震は有しない。青灰色を呈し， I箆成9 飴土と

も良好である口

(鉄浮) 鉄棒は， P16の床面から出土したもので

ある。多孔質の鉄浮である。

第 i号竪穴遺購 (第喜密)

(遺構の確認) 25-g， 25-h， 

26-g， 26-hグリッドで検出されたD

遺構確認菌はp表土下の地山上面である。

(平面形@方向) 平面形は9 偶丸

長方形を呈する。長軸 2m，短軸 1m

鵠C霊を測る。長軸は9 東西方向を向く。

(壁9 床面) 壁高は， 70c盟ほどで

垂直に掘り込まれている。口縁部は9

わずかに開く。床面は9 平坦である。

床面上には，約時cmの木炭が堆麓し9

床面はかすかに焼土{としている。

(柱穴) 竪穴遺構の屑留には， 4 

1自の柱穴が検出された。柱穴の深さは，

Pl iJ~ 15cm， P2 カ~34cm， P3とP4が37

cmである。

l 
8区第 2号竪穴註農跡出土遺物

第 8 図

P3g 

。
民

2 

8広第 i号竪穴遺構

nυ 
唱

-
A



関れコ(第号図)〈出土遺物〉

竪穴遺構の床面(1 ~ 3) (土師器)

から出土したもので，護形土器の底部破片である。色

る。調は多いずれも

時国)今
品

第 l号竪穴住居跡の北 1mほどの(遺構の確認)

27-[グリッドで検出された。遺構薙認函ところで‘ラ

。。

8区第 1号竪穴遺構出土遺物
口王を形方長完掘してL方向)(平面形

られる。長車告は Z怨錦部短軸は事告C匿を測ると

炉芯
、七コメノ

る。長軸方向は東西を示す。

壁高は部C思ほどs 床面)

¥(¥l 〆、
遺構

』轟
Z 

号室穴遺構

1
1∞ 

で9
床面に向かつて広がる。床面

3 はp 平坦である。床面上には9

健の河原石が存在した。

確認することのでき(柱穴)

P1
がそれで、あ

P
1 の深さは18c盟で、ある。

た柱穴は Z髄で，

る。

11盤)内
属
材

iの

第 l号竪穴住(遺構の確認)

石

1
・'の
L
q
u
C叫

話跡の南約 4mの位置で確認され

た。遺構確認面は，地山上面であ

る。

平面形は，(平田形，方向)

長方形を皇する。長軸 1m 15cmヲ

巴

11 

短軸 80cmを測る。長軸方向は東西

を示す。



第 11図

@ 

品
)

A' 

焼土

ゑ務

8 

A 

む⑤ す
@

m
 

引

O内
t: A 

1.黒褐色土

2.黒褐色土
(ローム、ブロック混入)

3.暗構色土

4.黄褐色土

吉区第 3号竪穴遺構

境高は50cmで9 垂直に掘られている。床面は平坦である。(壁@床面)

「コ Jの字形の溝状遺構が検出された。需の竪穴遺構の南側には，(柱穴 e その他の施設)

招は2Ocm，深さは10cmほどである。柱穴は，溝の中と竪穴遺構の北側と東側に検出された。柱穴

ヵ;21

Pgが27cmで、ある。溝状遺構も柱穴も同竪穴遺構にともなうものと考られる。

P7 P6カ;llcm， P5カ;23cm，P4カミ46cm，P3が26cm，P2カ;42cm， Plカ;50cm，の深さは，

P8カ'20cm，

埋土中から鉄浮が l個出土している。多孔質の鉄浮である。

-12 

〈出土遺物〉

cm， 



尋 2関)

(遺構の確認) 第 2号竪穴住居跡の

東約 3mのところで検出された。遺構確

認面は，地山上面である。

(平面形) 平面形は9 円形を呈し9

径 2mを測る。

(壁@床面) 同遺構が検出された地

山上面はタ西から東に傾斜し低くなって

いる。したがって，西側の壁高は45cmと

高く，東側は20cmほどである。床面はい

くぶん凹凸をなす。

(柱穴) 柱穴は検出されなかった。

第5号竪穴遺構(第13図)

1)> !:T 第 12図

B

一 s' 

Il::. 

8 
pミ g 

黒褐色土
資褐色jこ(ローム)

稽褐色土

B区第 4号竪穴遺構

(遺構の確認) 14-k， 14-j， 15-k， 15-j ，グリッドの地山上面で確認された。

(平面形) 平面形は，不整円形を呈するが，床面は正方形を呈する。床面の l辺は， 1m15cm 

である。

(壁・床面) 竪高は65cmほどであるが，深さ 2Ocm~30cmまでゆるやかな傾斜に摺られ歩そのの

ち，床面に向かつて垂直に掘られている。高震と東壁は火熱を受け，赤褐色に変色していた。床

面は平坦である。

(柱穴) 遺構の周辺には， Pl ---P6の柱穴状ピットが存在した。同遺構にともなうものらしい。

深さは， gが50cm，Bが26cm，psがllcm，aが46cm，ijが13cm， 誌が33cmで、ある。

〈出土遺物> (第14図)

(砥若) 床面から出土したもので，断面が台形を呈する。長さ 1Ocm，上底1.5cm，下底 2cm，高

さ 17cmを測り， 4面とも使用されτいる。

- 13 -



第 13国
46 

11 
i∞ 

ド

26 

¥¥え

m
 l
 

。
3:1 

，、
門

A' 

喜 (第持関)

(遺構の薙認) 第 5号竪穴遺構の北， 16一九時一Jグリッドの地山上面で確認されTこ。

(平面形) 平語形はt権門形を暴する。長軸 1m詰5cm，短軸 1m 30cmを測る。

(竪@床面) 壁高は20c盟で9 ゆるやかに床面に続く。床面は平坦である口

(柱穴〉 柱穴は検出されなかった。

7母盤穴語審構(議事i噛)

B区第 5号竪穴遺構出土遺物

(遺構の確認) 第 2号竪穴遺犠の密に近接して検出された。遺構確認面は地山上国であ

る。

- 14 -



(平面形@方向) 平面形は長方形を曇し9

長軸鈎C盤9 短軸70c置を澱る。長軸方向は東西を

向く。

(壁 e 床面) 壁高は 7c盟ぐらいで 9 ゆるや

かに床面に続く。床面は平担である。

(柱穴) 柱穴は検出されなかった。

す

A A 

A A 

紘 1 A務
後務協~//////ff/Æ裂後J

1.暗掲色土

m
 

〈第時国)

A区の出土遺物は9 縄文土器片数点と石匙 l

点であった。

8区第6号竪穴遺構

B区(第17~21図)

霧文土器(1 ---28) 

器形9 文様などから下記のように分類した。

( a類) 深鉢形土器の口縁部破片であり 9 沈線文の施文された類で， 1 ~16がこれに属する。

口縁部がわす冶ヰこ外反するもの(1. 8 ~ 10) と外皮しないもの(3.6)がある口 3とSは波状口

縁をなすようであり， 8---11は平縁であろう。

( b類) 沈線文のほか9 口縁部に京j突文のみられる類である。 17~19がこの類に属する。 17

と18は同一個体であると思われる。

これらは口襲部が肥厚し9 平議で

ある。

(C類) 磨消縄文が認められ

る。 20~23がこの類に属す白

( d類) 沈線が格子白状に施

文され， 24と25がこの類に属す。

( e類) 27は牽形土器である。

粘土紐を巻き上げて成形したらし

し内面に巻き上げ痕跡が認めら

れる。口縁には 3個の小突起を有

第 16図

A度遺構外出土遺物

- 15 -
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する。服部には斜縄文がかすかに施文されている。色調は灰褐色を呈する。

( f類) 28は血形土器である。底部には木葉痕が認められる。

13.5cmo 器高 2.4cmo

石製品 (29~34)

ミ三角形石製品 (29) 扇平な河原石を三角形に成形したものと考えられるが， 1角を欠失して

いる。表面は，コーナーに 3本の刻線が施文されるほか，直線，弧線が刻まれる。裏面はラ各辺

24 

27 

岱
!..，..g 

《

Mdv

::5 

26 

。。
勺
J
L

Dcm 

11. 5cm。

る。口

にそって直線が刻まれている。表裏ともに擦痕が認められる。厚さ 0.9cm， 1辺の長さ 7cm。

撞器 (30，31) 剥片の周辺に二次加工を施し，刃部を作出している。買岩を利用している。

18 



29 

く二二二二二二〉

く二一一ふ

34 

ノァー¥
B区遺構外出土遺物 (4)

- 19 -

第 20国

32 

} 
/ 

一一一一一一一~33
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10cm 

磨製苓斧 (32) 先端部(刃部)を欠損している。現存する長さは 6cm，幅は 3.4c悶，摩さは

2.7cmで、ある。緑泥片岩を原材としている。

凹石 (33) 河原石を利用したもので，長さ 8.7cm，厚さ 4.5cmで、ある。両面に 2.2cmの径を

もっくぼみがある。

不定形石器 (34) 幅広の先端部主要剥離面に二次加工を施こしている。長さ 9.5cm，幅 8cm，

- 20 



厚さ 2cmを測る。頁岩を原材としている。

土師器 (35~39)

麓形土器 (35~38) いずれも口縁部破片であり， 35， 36， 38はわずかに外反し， 37は外反し

ない。器面調整は軽いタッチのへラ削り調整である。 36の内面はハケ状工具で器面調整をしてい

る。推定口径は， 35が24.3cm，36が23.8cm，37が18.3cm，38が22.5cmである。胎土には砂擦を含

む。色調は褐色を呈する D

小型台付土器 (3告) 小型の土器で，口縁部径 5.5cm，深さ 2.6cmの杯部に長さ 1cmほどの棒

状の台が付く口色調は明福色を畏する。

軽石製品 (40~43)

軽石を整形して作久形状はコルク栓形や栓の上部が広がり肉厚になるものなどがある。底面

は平坦で9 上面は湾曲している。高さは多 40が 6.4cm， 41が 5.5cm， 42が 8cm， 43が 5cmで、ある。

VI まとめ

i 議出遺構について

今回の調査で検出された遺構は9 住居跡 2，長方形ないし方形の小罷穴 4，円形の竪穴 2であ

っ7こ。

住居跡は， fカマドJ の付設されていないものである。近年，秋田県内ではカマドのない住居

跡の報告例が増えつつあり 9 大館市粕田遺弘横手市大鳥山遺跡などがその例で、ある。

秋田県内で住居跡にカマドが付設される時期は9 現段階でははっきりしないが9 平鹿町下藤根

遺訟で、は奈良時代中墳にはカマドのある住居跡が出現している。その後9 ユズリ葉遺跡のように

住窟跡からカマドが消える時期があるようである。いったL、9 いかなる要因によるものだろうか9

今後の重要な研究課題であろう。

小竪穴遺構は9 長方形および方形をなし，壁は垂直に掘られ深い。周囲には，柱穴，霧状遺構

が存在し，簡単な小屋風の上屋が構築されていたと考えられる。この竪穴遺構の類例は，能代市

大館岩臥能代市高品，大館市片山館コ遺(弘鹿角市小技指遺跡などで、報告されており，秋田県

北部の館関係の遺跡に多いようである。用途については，物霞，穀倉の小屋，家畜小雇などの考

察があるが，ユズリ葉遺跡の第 l号，第 5号竪穴遺構のように，床面や監の焼けている例もあり，

今後さらに検討してみたい。

- 21 -



2 出こと遺物について

出土遺物は，縄文後期に属する土器9 石器と多土師器9 窪恵器9 万子歩鉄棒9 軽石製品などで

あった。

土師器は薯形土器の破片のみで，杯形土器その飽の器形をなす土器は出土しなかった。須恵器

は，被片が I点出土しただけである。本遺跡で、特徴的な遺物は軽石製品で、ある。この遺物は多米

代JI[の高岸にある大館遺跡でも出土してし、るが9 類例がとぼしく{可に使用されたものか不明であ

る。

3 道警輔の年代について

住居跡9 小室主穴遺講からは土師器が出土しており，同時期のものであろう。円形の竪穴遺構に

ついては遺物の出土がなく判然としない。

さてヲ出土土師器はいったし斗、つ墳に編年されるものだろうか。東北地方の土師器は杯形土器

を中心に編年されてきているが9 ユズリ葉遺跡では杯形土器が出土しなかったことは前述したと

うりである。杯類は木器にかわったのだろうか。中世陶器も出土していない。年代を決定できる

積極的資料はないが，土師器，須恵器生産が表退し，中世陶器が出現していない時期として，平

時代末期から鎌倉時代初期を考えておきたい。

註

(1)大和久震平「能代市金山チャシ発掘報告J秋田県立鷹巣農林高等学校郷土史研究部報告第

1冊(昭和32年)

(2) 秋田県教育委員会「能代山本地区広域農業建設に伴う発摺調査報告書一八森坂9 南山のよ

サシトリ台遺跡…J (昭和51年)

(3) 昭和47年に発掘調査されたが報告書は来刊である。

(4) 昭和52年 8月，秋田県教育委員会が発掘調査する。

(5) 昭和52年 9月，秋田県教育委員会が発掘調査する。

(6) 大和久震平「柏 2所貝塚発掘調査報告書。(昭和41年)

(7) 能代市教育委員会「能代市大館遺跡(野代営擬定地) J (昭和48年) r大館遺跡発掘調査

概報J (昭和49年) r大館遺跡第 4次発掘調査概報J (昭和5伴)

(8) 奥山潤，板橋範芳 「粕田遺跡発掘調査報告書J (昭和49年)

(9) 鍋倉勝夫「横手市大鳥山発掘調査資料要旨J (昭和53年)

(1明富樫泰時，圧内昭男「下藤根遺跡発掘調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第39集(昭和
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51年)

(11) 能代市教育委員会 r大館遺跡発掘調査概報J (昭和4伴)

(12) 能代市鶴形宇高館に所在し，発掘調査されていないが，崖面に深し、小竪穴が認められる。

(13) 奥山潤，板橋範芳「大館市片山館コ発掘調査報告書J (昭和49年)

14)江上波夫，関野雄，桜井清彦「秋田県鹿角郡柴平村小技指七館遺跡J 11館祉.il(昭和33年)

(1日 (14~こ同じ

末筆になりましたが，本報告をまとめるにあたってヲ秋田県教育庁文化課富樫泰時，秋田城跡

発掘調査事務所小松正夫，日野久，石郷岡誠一，大館市史編纂室板橋範芳，沢白中学校工藤英美

の諸氏から懇切なご指導と教示をたまわった。また，東北農政局能代開拓建設事業所，能代市教

育委員会には，発掘調査から遺物整理にいたるまでご協力いただいた。記して感謝の意を表する

しだいである。

a性qo 
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